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福島県のごみをどう減らすか～現状と課題～

出典： 『福大の顔2024』

環境省主催3R推進地方セミナー 特別講演(2025年1月31日)

福島大学 経済経営学類
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出典：  第45回 全国都市清掃研究・
事例発表会 (2024年1月24日)

特別講演, 福島市で
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出典： 
広報ゆがわ 

2025年1月1日
発行
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出典： ゆめだより 
2025年2月号, pp.1-2
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出典：  福島県環境共生課 2025/1/9, 福島大学問題探究セミナーⅠ（沼田クラス）向け資料
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← 出典： 福島県庁ウェブサイト
「福島県環境アプリへようこそ」

出典：キビタンＧＯ！「環境アプリでエコ活動推進」
2021年4月28日 福島県政広報テレビ
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923g以下 (2026年度 福島県 目標)

福島県は減ってはいるが
ワースト1位

1人1日あたり
ごみ排出量

＝ ごみ原単位
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生活系ごみの多さが一因

事業系ごみは
ワースト15位 (2022年度))
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16%以上 (2026年度 福島県 目標)
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本講演の問い

福島県の生活系ごみ原単位の
相対的な多さをどう改善するか

※ 講演者が福島県で関係していることなどをもとに
※ そのための視座を提起

福島県のリサイクル率の
相対的な低さをどう改善するか
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生活系ごみ原単位の内訳

13出典： 環境省 一般廃棄物処理実態調査結果（2022年度）より作成
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福島県(3市町) 可燃ごみ組成 (湿ベース, 2023年度)（重量で見て）

14出典： 福島県 「燃えるごみ組成分析調査結果について」



焼却施設ごみ内訳(乾ベース, 2022年度)

15出典： 環境省 一般廃棄物処理実態調査結果より作成
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焼却施設ごみ内訳(三成分, 2022年度)

16出典： 環境省 一般廃棄物処理実態調査結果より作成
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出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成
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出典： ハイムーン工房ギャラリー 19
※ 環境への影響から見て



ものの流れ（主に動脈側）
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出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成



ものの流れ（主に静脈側）
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生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成
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• 循環型社会
✓ 静脈側に焦点

➢ 処理・処分

• 循環経済(Circular Economy(CE))
✓動脈側も含める

➢ 経済の仕組みの再設計
➢ 成長戦略

出典：笹尾俊明 (2023) 『循環経済入門』 岩波新書 を参考に作成



基調講演・事例紹介の位置付け（「動脈側が一体となった・高度化」・・・）

(焼却含む)
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出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成



「ごみが多い」の位置付け

(焼却含む)
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生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成
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ものの流れ（主に静脈側）
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会津若松地方広域市町村圏環境センター 新焼却炉(2026年3月～)

出典： MIRAizu 工事だより(2024年12月27日) 
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会津若松市
(t/日)

(年度)

出典： 会津若松市 (2024) 「「ごみ緊急事態宣言」の結果と今後の対応について」
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参考) 福島市あぶくまクリーンセンター 新焼却炉(2028年4月～)

出典： あぶくまクリーンセンター 焼却工場建設工事(2024年11月) 
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出典：沼田大輔 「人口減少下における可燃ごみ搬入量についての一考察 ～会津広域と福島市の対比から～」
『環境経済・政策研究』[環境論壇 「人口減少下での環境政策] Vol 18, No.1 [査読付] [採択決定]
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32出典：会津若松市 (2024/5/20) 「「ごみ緊急事態」を宣言しました」
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出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成
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出典： 会津若松市 (2024.4.26) 
「ごみ減量シンポジウム
「生ごみが消える魔法の
ごみ箱キエーロ」を開催
します」
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36
出典： 会津若松市廃棄物処理運営審議会 2024.12.26 

資料1-3 「【資料1-3】ごみ緊急事態宣言に係るアンケート調査の速報について」



37出典： 会津若松市 (2024) 「「ごみ緊急事態宣言」の結果と今後の対応について」をもとに作成
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会津若松市のごみ処理有料化の袋・券のイメージ

出典： 会津若松市廃棄物処理運営審議会 2024.12.26 資料1 「家庭ごみ処理有料化の基本的考え方」
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会津若松市のごみ処理有料化の手数料

出典： 会津若松市廃棄物処理運営審議会 2024.12.26 資料1 「家庭ごみ処理有料化の基本的考え方」



40出典： 会津若松市 (2024) 「「ごみ緊急事態宣言」の結果と今後の対応について」
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出典： 会津若松市廃棄物処理運営
審議会 2024.12.26 資料1 「家庭

ごみ処理有料化の基本的考え方」
をもとに作成

・ごみ処理有料化導入   → 家庭ごみ原単位 129.29g 減少
・指定袋(大)1枚あたり価格が1円高くなる → 家庭ごみ原単位      3.33g 減少

※ 2018年度の福島県の市町村のデータから

出典： 後藤・高橋 (2022) 「福島県内59市町村におけるごみ処理有料化が家庭系ごみ排出量に与える影響の分析」 
『福島大学地域創造』33(2), pp.77-83
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出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成



43出典：会津若松市廃棄物処理運営審議会 2024.12.26 資料1 「家庭ごみ処理有料化の基本的考え方」
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44出典： 山谷修作先生ウェブサイト 「全国市区町村の家庭ごみ有料化実施状況 （2024年12月現在）」をもとに作成
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出典：沼田大輔・松本千穂 「近隣自治体のごみ有料化が合意形成に与える影響 ～会津美里町住民へのご

みに関するモニター調査をもとに～」『環境科学会誌』 第35巻 第6号, pp.377-387 (2022年11月)

近隣自治体のごみ有料化に関する情報は
ごみ有料化の合意形成を促す

ごみ有料化への住民の賛否
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郡山市 自己搬入料金の変更

生活系ごみの自己搬入

事業系ごみの自己搬入

手続すれば無料
手続しなければ有料【値上げ】

有料【生活系ごみと同じ単価に値上げ】

※ ごみ処理有料化とセット
  で考えるべき事項

(ごみ処理有料化の効果
と同じ位置付け)
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出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成
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出典：郡山市廃棄物減量等推進審議会
(2023年10月26日)資料

50円の値上げは
50×0.9782 = 48.91gの
削減につながるかも



49出典：令和６年度 第２回 福島市廃棄物減量等推進審議会 資料
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出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成
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静脈側のまとめ

• 苦しい話が多い（有料化など）

• 受益者（ごみの排出者）負担を求める方向
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ものの流れ（主に動脈側）
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出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成
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出典： 環境省ウェブサイト「令和６年度使用済製品等のリユースに関する自治体モデル実証事業及び使用済衣類回収

のシステム構築に関するモデル実証事業の公募採択事業について」



56出典： 郡山市ウェブサイト「郡山市リユーススポット【実証実験】 事業報告書 (概要版)」
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出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成



リフィル(Refill)とは

「再び詰める」

例) 

• 外出先でマイボトルに水を補充

• コーヒーをマイタンブラーでテイクアウト

• 持参したタッパーで惣菜を購入

出典：瀬口 亮子氏(水Do!ネットワーク事務局長) マイクロプラスチックストーリー福島上映会 トー
クイベント 資料 （フォーラム福島、2023/6/4) を改訂 58



59

出典：Refill Japanウェブサイト
三木暁子・中谷隼・平尾雅彦(2010) 「消費者のためのライフサイクル評価による飲料水利用のシナリオ分析」
『環境科学会誌』 23(6), pp.447-458

飲料水500ml利用時のCO₂排出量

A ペットボトル入り国産ミネラルウォーターを自販機で購入
B ペットボトル入り輸入ミネラルウォーターを自販機で購入
C 冷水器を使用して、水道水を飲む
D 浄水した水道水をアルミ水筒に入れて飲む

A B C D

ペットボトル飲料水の生産・流通

ペットボトル飲料水の販売

ペットボトルのリサイクル

飲用容器の使用

ペットボトルリサイクルによる排出回避分を含む
CO₂排出合計値

冷水機・浄水器の使用

水道水の供給



Refill ふくしま 概要

活動エリア： 福島県（主に福島市） 活動開始： 2022年3月

事務局団体： 福島大学 経済経営学類 沼田研究室

福島市の花見山からの写真(2022年4月。沼田ゼミ生撮影) 60
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公共の水飲み場の情報収集・発信

出典：Refillふくしま ウェブサイト

講演者撮影 2024年4月,
花見山公園(福島市)



公共給水： ８１箇所 

店舗給水： １８箇所 

マイ容器：  １１箇所

※ 店舗給水とマイ容器の両方： ７箇所 （うち1箇所は給茶スポット）

計 ： １１０箇所

62

2024年12月時点リフィルスポット

2024年夏は多くの

小・中・高校生の
マイボトルに給水
お礼に親が来店も

出典： 講演者撮影
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＜学籍番号が奇数の学生＞
範囲の広いマップを提示(サンプル数121)

＜学籍番号が偶数の学生＞
範囲の狭いマップを提示(サンプル数110)

マップを見て
給水スポットが
多いと思うか

範囲の広いマップは、
範囲の狭いマップより、

給水スポットが多い
と思う人が20%程度多い

出典：沼田大輔 「マイボトルの利用を促す情報に関するアンケート調査」 環境経済・政策学会2024年大会, 2024/9/15
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学籍番号が奇数の学生
範囲の広いマップを提示(サンプル数121)

学籍番号が偶数の学生
範囲の狭いマップを提示(サンプル数110)

マップを
知っていたら
ペットボトル
入り飲料の購入
を減らすか

(すごく)減らす
の割合はほぼ同じ

出典：沼田大輔 「マイボトルの利用を促す情報に関するアンケート調査」 環境経済・政策学会2024年大会, 2024/9/15
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マップにある
給水スポットに
行こうと思うか

※ 給水スポットの数が多いと思ったとしても
行こうと思うとならない
ペットボトル入り飲料の購入を減らそうと思わない人がいる

学籍番号が奇数の学生
範囲の広いマップを提示(サンプル数121)

学籍番号が偶数の学生
範囲の狭いマップを提示(サンプル数110)

「思う」の割合は
ほぼ同じ

出典：沼田大輔 「マイボトルの利用を促す情報に関するアンケート調査」 環境経済・政策学会2024年大会, 2024/9/15



使いたい給水スポットのタイプ（複数回答可）

公園の

水飲み場
15%

冷水機
45%

蛇口
14%

ボトル
給水機

63%

ウォーター
サーバー

86%

協力店舗
56%

66

（サンプル数：442名）

出典：沼田大輔 「マイボトルの利用を促す情報に関するアンケート調査」 環境経済・政策学会2024年大会, 2024/9/15
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使いたい給水スポットの場所（複数回答可）

38%

57%

82%

45%

29% 30%

5% 5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

（サンプル数：442名）

公共施設： 
図書館や市役所など

出典：沼田大輔 「マイボトルの利用を促す情報に関するアンケート調査」 環境経済・政策学会2024年大会, 2024/9/15



Refill の位置付け

(焼却含む)

 

中間処理

最終処分 68

可燃ごみ
不燃ごみ
資源ごみ

Reduce

Reuse

消費

生産
資
源
投
入

Refill

Recycle

出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成



会議でのマイボトル持参

69
講演者撮影 2024年3月26日



• ガーデン マルシェ Vol.11 (2024年5月26日)

✓ リユース食器、リユースカップを使用

70

場所：あんざい果樹園
(福島市)

※ 1店で
 リユース食器・カップ

※ デポジットの仕組み
を活用(50円/個)

講演者撮影 2024年5月26日
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1個1回あたり
の廃棄物量

出典： 平山ほか (2012) 「イベント

用リユース食器の環境負荷削
減効果の分析」『第7回日本ＬＣ
Ａ学会研究発表会講演要旨
集』 pp.74-75



出店者アンケート(n=19)

72
出典： 福島大学2024年度沼田ゼミ3年生作成

関心があると回答した割合が
８割超

↓
出店者はリユース食器に

高い関心



来場者アンケート(n=49)

出典：福島大学2024年度沼田ゼミ3年生作成 
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使ってみたいと答えた割合が
９割超

リユース食器の利用に肯定的



リユース食器 の位置付け

(焼却含む)

 

中間処理

最終処分 74

可燃ごみ
不燃ごみ
資源ごみ

Reduce

Reuse

消費

生産
資
源
投
入

リユース食器

Recycle

リユース食器は
シェアリングの一例

出典：環境省 (2012) 『平成24年版 環境・循環型社会・
生物多様性白書』 図3-2-1 をもとに作成



752024/8/3, 講演者撮影
https://www.daisukenumata.com/lecture/reuseshokki.pdf
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動脈側のまとめ

• 報酬・便利など前向きな話が多い

• 循環経済とも関係する面もある

• 仕組みをどう整備するか（費用面も含めて）
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仕組みづくりの視点

出典： 廃棄物資源循環学会・環境省 (2025.1.21) ごみのポイ捨て・発生抑制対策等モデル事業成果報告会 予稿集 
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目次

1. ごみの内訳
2. ものの流れ
3. 主に静脈側
4. 主に動脈側
5. まとめ



本日の講演では、

・福島県の生活系ごみ原単位が相対的に多いことをどう改善するか
について、静脈側・動脈側の両面から、主に福島県の事例で検討

・ 受益者負担の方向
- 静脈側の取組： 排出者に負担を強いる面あり
- 動脈側の取組： 循環経済、便利など前向きな面あり

☆ 静脈側・動脈側セットで、魅力ある福島県を作っていく時期
（静脈側で大変な時期だからこそ）

79



メッセージ

・現状改善に向けて、静脈側・動脈側ともに
- これまでの取組の位置付け・効果・課題を把握
- その上で、さらなる取組を、位置付け・効果・課題を把握しつつ、推進
- 取組・位置付け・効果・課題の情報共有・発信による切磋琢磨

☆ 自治体の皆さんの役割大
☆ 何かしたいけど何をしてよいか分からない人多い

各自が、できることの幅を広げていけるように

80
ご清聴ありがとうございました
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